


































































































推定される元地死
/／---へ‘,,. .... 

/夕 出体 ‘‘ 、ー・--

fノ＇

。 9. 
， 

図4.1-2 0 推定堤体断而図

心

” 
軍‘

.. •=. ” 
そ 0

ぐ

.. ^., ” 

“• 賣：
書匂

日

エ

. " 
-c ．． 

H
材
妙

ァ
屎
コ
築
内

•-.. I I 
● 9 

＂ 
'''  ，． 
ヽ
• • 1 -

I I I I I I •··• 

図4.1-2 I 

粒径加栢1111線

...,. 
L 、、

・『 ...,. 
畷砂 『 だが

写真 4.1-104 堤体中央部付近における崩壊状況

写真 4.1-106 変状跡に残された液状化による
噴砂
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写真 4.1-105 変状跡に残された液状化による
噴砂

写真 4.1-107 液状化に起困すると思われる
小崩壊
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(1 3)津名町綱城

この区域は網城急傾斜指定地に当たり、既に吹付法枠やプロック積擁壁が施工されてい

て、その下方には約60戸の民家が点在している。吹付法枠の法肩部に長さ約5Omに渡

ってクラックか人っているが、これは以前よりあったものが、今回の地震で朋きが顕在化

したものと、思われる。プロック積擁壁（法長約5.0 m程度）にも横断方向にやはり 50m

程度クラックか生じており、背面が著しく沈下 (10~15cm) している。近接する家屋

2軒にブロック壁の倒壊や土間コンクリートの沈下が見られた。また、これら家屋のHij面

のブロック桔擁壁天端部に桁円形状 c2mx1m程度）の陥没（最大深20 cm)も確認され

ている（写具4.1-108~ lll参照）。

ブロック積法面勾配には一見するところ異常は認められないが、構造物全体としては上

記のごとき変状が各所に現れているため、このまま放岡すれば豪雨時に人きい2次災害を

招きかねないので、早怠な対策が必要と思われる（図4.1-22、23参照）。
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写真 4.1-109

背面が著しく沈下した

プロック積擁壁
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写真 4.1-108

吹付法枠の法肩に発生したクラック

／ 写真 4.1-110
プロック積擁壁背面の陥没

写真 4.1-111

土間コンクリートの沈下



(1 4)津名町志筑新島

ショッピングセンターSATY周辺の駐車場、その他を含む広範な地盤において液状化

現象が発生しており、各所で噴砂の痕跡と地盤の沈卜＼或いは建造物の傾きが見られた。

沈下の最大値は45 cm程度にも及び、建物と地盤の接触部が大きく開日している箇所も散

見された。また地表面（舗装面）には無数の亀裂が人っていて、それらの最大開い幅は 5

cm程度であった（写真4.1-24~26 、 112~114参照）。

この区域はかつて海面であったものが周辺海底地盤の浚渫土砂（細砂）で埋立て造成さ

れた人工地盤であるため、こうした液状化現象が生じたものである。埋立て地盤の層厚は

ほぼ10m程度と推察された。図4.1 2 5に噴砂箇所より採取された砂の粒径加積曲線

の一例を示した。

この箇所では上述の地盤変状とは別に埋立て外郭部を構成する防波護岸の海側（前面）

へのすべり出し（約30 cm)と、それに伴う背後の地表画の沈下（やはり最大30 cm程度）

も確認されている。この防波堤の変状は、それを構成するケーソン自体が移動したことに

よると思われる。実際ケーソンと盛土の境界部において開口とずれ（段差約 15 cm)の生

じているのが確認されている（写真4.1-115~116参照）。
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図4.1-2 4 志筑新島等の埋立地における

液状化発生状況（空中写真判読）
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建物と地盤の接触部における変状
（地盤の沈下による）
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写真 4-1-114 SATY駐車場における

噴砂の痕跡

写真 4.1-112、113

写真 4.1-115 防波護岸の変状
（約 1Oc11のズレが認められる）

写真 4.1-116 防波護岸の海倒（前面）への
すぺり出し
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1 5)津名町人谷

ここでは町道を含むかなり規模の大きい地すぺり性崩壊と 2つの溜池の変状が確認でき

た。まず地すべり性崩壊であるが、これは壊滅的に崩壊したものでなく、図4.1-26の

平面図に見られるように、町道を横切って最大幅60m、縦断方向4Omの変状が生じた

もので、路面の亀裂輻は約 10 cm、 （滑落崖の）段差は40 cmであった。さらに、この変

状の頭部においてやや古い木造家屋2軒が全半壊していたが、これが地震そのものによる

倒壊であるか、或いは地盤の変状に起囚したものなのかは明らかになっていない。いずれ

にせよ、この部分の路肩は大変危険な状況にある（写兵4.1-117~ 119参照）。

い記崩壊地の舌端部の南側下方約50mの箇所に蓮池と呼ばれる小さな溜池があるが、

土地の古老によると、この蓮池に流れ込む小規模の谷筋（渓流）に、地裟直後から、それ

まで全くなかった多量の湧水が見られ、池の水最も培大したとの説明を受けた。実際我々

が現地を訪れた際にも、目測で10 0い分程度の谷筋の水量が確認できた（写真4.1 120 

参照）。興味深いことに、この谷川のみならず、淡路島全島の多くの渓流で、地震を境に

盟かな水鼠の流れが突如として現れたとの情報を得ており、それらの幾つかについては現

実に確かめもしている。この現象の原囚には2つの可能性があって、 1つは山体内部に宙
みずみち

水として存在していた水が、地震による新たな水道の発生により谷筋に沿って流出し始め

たとするもの、他の 1つは、もっとずっと深部にあった水が、やはり地震による地殻内部

の圧力の変動て地表面近傍に絞り出され、これまた谷筋に沿って流出したと考えるもので

ある。目ドのところ、いずれの原因によるかは不明である。

蓮池の西方約250mに、 L池と呼ばれる溜池があり、天端提体延長方向と、堤内の池

底而に合計5本の亀裂が見られた。最大規模のものは開口幅5cm、長さ約40mである。

堤体を構成する地盤中には無数の草根が繁茂していて、これら草根の補強作用により、堤

体部の壊滅的な崩壊が免れたと考えられる。改めて根系の補強効果の大きさに感嘆した次

第である（写真4.1-121~122参照）。
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図4.1-2 6 地盤災害状況図
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写真 4.1-117 町道を横切る路面の亀裂

写真 4.1-119 畑地内に発生したクラック

写真 4.1-121 上池の堤体に生じた亀裂
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写真 4.1-118 同左

写真 4.1-120 著しく増大した谷筋の水-

写真 4.1-122 堤内の池底面に生じた亀裂
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(1 6)五色町鳥飼北 （岡田池）

岡田池の南、北両側に池中央部を縦断して 1~5cm幅の亀裂が発生している。北側の亀

裂は池に接する水田中で消滅しているが、南側のそれは民家の庭先を横切り、更に小高い

丘を越え、池の反対側にある崖状地形の表面にまで達しているのが確認できた。池は現在

ドライな状態にあるが、土地の古老によると、地震発生当時は水が湛えられていたとのこ

と。池の北東側にはかなり急勾配の地形が控えていて、その下方には民家も点在している。

地震後、この亀裂が発見され、水を湛えたままでは危険との判断のもとに数台の消防車で

排水したとの話も伺った （写真4.1-124~127参照）。

n.Ill譲彗
／ 鳩震面の9う9

タ ・豊等の9う9

写真4.1-123 岡田池全景

図4.1-2 8 地盤災害状況図
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写真 4.l-124 岡田池北側における
水田中の亀裂

、

写真 4.1-126 岡田池南側における亀裂
（民家の庭先を通る）
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写真 4.1-125 岡田池北岸での亀裂

写真 4.1-127 池の反対側にある崖状
地形に現れた亀裂



(1 7)淡路町松帆

淡路町松帆で県道の南で裏山との間、図4.1-29に示した位置の田圃の中に噴砂の跡

がある。堆積した砂の拡がった範囲の直径は5m以上で、 300mの広さの田圃の面には

亀裂が走り段差ができている。裟源と言われる場所に近く 、完全な液状化を起こしたもの

だろう。古い埋立地と聞いたが、その時代は特定できない （写真4.1-27参照）。

田圃の面が乱れるほどの盛り上がりを見せているような噴砂は、見慣れたものとは言え

ない。田圃の一部を仕切って lm高さに盛土をして宅地を造成しているが、土留め

擁壁やプロック塀にも亀裂が入っている。

なお、道路をはさんだ反対側になる

海岸の護岸の移動や背後の沈下は最高

3 0 cmに達する場所もあり （写真4.1-

128参照）、明石行きの連絡船のターミ

ナルの入口に5cmの段差のある箇所も

あった。この位置は明石大橋の4Aア

ンカーの近くで、 一帯の地変は本四公

団には気になるところであろう。綿密

な調壺がなされたようである。

図4.1-2 9 液状化発生地点

写真4.1-128 護岸背後の沈下 （最高30cm) 
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(1 8)東浦町大磯

東浦町の大磯港の港口南側の埋立地で、広い範囲が液状化による被害を受けている。駐

車場は数十メートル四方の広い範囲が沈下している。沈下凪を計るのはむずかしいが50 

cmはあると見れる。項砂はアスファルト舗装の上を流れてしまうのでその盪を推定しずら

いが、ここではそれほど多くはなさそうである（写真1.1-28参照）。

最近造られた放送の送信施設の周囲の地盤には大きな亀裂が何条も走っていて、それら

の間の高低差は20 cmに達する。当然放送施設周辺地盤との間には大きな高低差ができて

いる（写真4.1-129参照）。

` tニャ．と、
‘‘ー’→で
o r之

1.0Km 

図4.1-3 0 液状化発生地点

このような地盤の変形があるから、

当然岸壁の大きな変位も観察される。

港の先端で海側に凸型になった場所

では上下左右方向とも 10 cm程度の

食い違いが生じるし、港内の凹型の

場所ではコンクリート部材の突き合

わせ衝突があり、顕著な破損が起き

ている。

凡伊IJ

＊ 主な液状化（噴砂） 1， 

地点

ダ ヶーソン等の著しい
変状箇所

写真4.1-129 送信施設周囲の地盤の沈下
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(1 9)洲本市塩屋

洲本市の洲本川河口右岸、洲本港の北側岸壁、通称カネボウ埋立の先端の新しい造成地

で、埋立地における典型的な形の噴砂の跡を見た。周囲の護岸のプロックは移動して段差

を生じ、それに続くプロック舗装のタイルは散乱し、 一部は噴砂に埋まっている。埋立地

の中央で公園になっている広場は20 cmの沈下をしている（写真4.1-30参照） （写真4.1-

130参照）。

志筑新島の北に接する生穂新島の東南の隅に全く同形の現場があるので、さきに典型的

という言葉を使った。ただ、護岸が海側に動いたため背後に生ずる危裂が、百メートルの

オーダーで連続して続いている現象は洲本の場合と違っている。なにか特異な土質力学的

メカニズムに気が付かなければならないかもしれない。

-

生穂港の沖の埋立地は新しいもの

のようで開発はまだだが、 ここでも

小規模な噴砂を何ケ所か見た。液状

化が起きたか否かに関心を持つ者が、

注意して捜して初めて見つかる程度

で、現地の人に被害という意識は全

然ない。

図4.1-3 1 

液状化発生地点

写莫4.1-130 噴砂により埋積されたブロック舗装
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(2 0)嗚門市里浦町里浦

鳴門市の里浦の甘蒋畑の中に一群の噴砂の跡が見られた。この中で一番大きい砂堆の径

は4m程度で特に言うことはないが、カイトホト (Kit e Photo)の写真に小規模

の噴砂孔が連なって多数写っているのは、ここの特徴としてとらえられた（写真4.1-31参

照）。

この地区は、図4.1-32に一部を示した明治初期の旧版の 1/5万地形図によると、

旧吉野川が河口近くで大きく迂回北流していた時の河川敷にあたる。この点では、旧河川

敷は液状化の危険性が大きいというt質力学の考え方を証拠だてている。
旧吉野川とその分流今切川の河日一帯は、昭和21年の南海地震の時にも液状化か見ら

れ、吉野川の堤防がlm程度沈下したという記録がある。この点からも予想される液状化

であった。同じ方法で考えると、淡路島の西淡町で液状化地点が見付かってもよいが、こ

ちらはまだ見付かってない。

j 

宮久

図4.1-32 地形と液状化地点との関係
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(2 1)徳島市川内町富久

徳島市の富久にある四国放送の送信所のアンテナ支持柱基礎と支線錨塊のコンクリート
との地盤の間から砂が噴出した跡が見つかった（写真4.1-32参照）。この他置は、今切川
と宮島江湖｝l|が合流する点で、旧版の地形図ではまだ河川敷と表ぷされている。その後新
田として開発され、送信所を造るに喝たってさらに 1.5 m程盛土された地盤である。
地盤表面から計った地下水位の深さの差だけで、他の条件は里浦と同じと考えてよく、
トの噴砂を液状化とみることができる。四国放送の技術管理課の人に、以削にはなかった
ものとの証言を得ている。しかし、規模が小さく、しかも形が悪いので、断言しきれない
点もある。

液状化の現場だとすると、今回の地虔における南端で最遠のものになる。この位置の裳
源からの距離Rを80km M7.2として、図4.1-33によって震源距離とマグニチュー
ドの関係を調べたが、必ずしも遠距離の例にはなっていない。

，
 池 8震
チ[.:9□：□［；；B□ 三 P
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図4.1-3 3 

最も遠い液状化発生地点まで

の衰央距離と地震マグニチュ

ードとの関係

日本の地盤液状化履歴図
5 10 20 50 I 00 200 500 I, 000 

震央から最も遠い液状化地点までの距離 R (km) 

若松加寿江著

束海大学出版会］991年12月

なお、以上の現地調査に際しては、株式会社新井組の東浦I.C. J. V．工事事務所所長中林
能教氏に終始お世話をいただいた。ここに紙面を借り、原くお礼申し上げる次第である。

本文中の地盤災害状況図については国土地理院発行1/5,000国土基本図の一部を、
液状化発生地点については国土地理院発行1/25,000及び1/50,000地形圏の一
部を使用した。
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4. 2 構造物関連の震害状況

4. 2. 1 橋梁の被害

調査担呼 徳島大学工学部建設T．学科教授

教授

助教授

助教授

潔

之

勉

弘

裕

尾

口

田

平

水

澤

島

(1)調査概要

明石海峡大橋と津名一宮 I. C. の間に架設中の高速迫路及び淡路島西海岸沿いの県道

31号線のうち北淡町・一官町の小河川に架かる既仔橋梁に対し、目視による展害調査を行

った。調査の対象とした地点は、図4.2 1の口内に小す1~16の16地点である。

＼
へ

6ヽ : 

図4.2-1 調査地点番号（口内の数字）
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(2)調査結果

①高速道路（架設中）の被害

調査地点は、高辿道路と在来の県道との交差点である事<14.2-1の地点 1~7)。これら

のうち、地点3では橋脚が施上中であった。それ以外の地点では、高架橋または跨逍稿が

一部を除き完成していた。目視により被古調杏を行った限りでは、対象地、点の構造物に地

哀被害は見られなかった。地点4及び5の高架橋では、橋梁の弱点部となる文承及び耐震

辿結装置を、’・り検したが、地虞による移動はほとんど認められず、無被害であった。

②既存橋梁の被害

図4.2-1の8~16の地点のうち、地震により橋梁本体もしくは取り付け道路に拍傷か見ら

れたのは、以下の数橋である。

a)野島橋（地点 9)

この橋はRCT桁橋であり、洵側の桁の橋軸）j|h」に輻5mm程度のひび割れか発生し、コ

ンクリートか一部損壊していた（写貞4.2-1及び写貞4.2-2）。この桁は、塩古によりコンク

リートの劣化と内部鉄筋の1謁食か進んでおり、以前に補修された形跡があった（写貞4.2-3)。

そのため、今価の地震で劣化したコンクリートに変状が発生したものと考えられる。また、

支承部付近のコンクリートには、写真4.2 4のような損傷が生じていた。

b)新斗ノ内橋（地点ll)

橋の南側の取付道路に、写真4.2-5のような沈下が発牛しており、アスファルトで補修さ

れていた。

C)新室津橋（地点13)

この橋は、 2辿の単純RC桁からなる橋である。写真4.2-6のように、支承部付近のコン

クリートに帖 1cm 程度のひび割れか発生するとともに、コンクリートか•部剥離し、鉄筋

が蕗出していた。この橋も以前に補修された）Iク跡かあり、露出した欽筋はかなり腐食して

いた。また、 2つの桁が地哀時に衝突して、写真4.2-7に見られるように桁上部のコンクリ

ートか一部破損していた。

d)その他

橋名は不詳であるが、石柏み橋台の取付部に、写以4.2-8のような電裂か見られた。

その他、親柱か一部破損したり移動した形跡のある橋が2、3あったか、車両の通行には

支降は見られなかった。

以卜のように、今回の地器による淡路島の橋梁被由は、北淡町の既存橋梁の数橋程度て

あり、阪神地区の地届被害に比べると比較的軽微であった。このため、 粁〖に片側通行制

限の区間はあるが、申詞の通行には大きな支降はなかった。
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写真4.2-1 RC T桁のひび割れ （野島橋） 写真4.2-2 RC T桁の損壊 （野島橋）

写真4.2-3 鉄筋の発鋒 （野島橋） 写真4.2-4 支承部コンクリートの

破損 （野島橋）
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写莫4.2-5 取付道路の沈下 （新斗ノ内橋）

写真4.2-7桁上部のコンクリートの

破損 （新室津橋）

9

人
・
'I
'が
'―
』'〒
―

ノ

ク

‘̀  ” 

写真4.2-6 支承部コンクリートの

ひび割れ （新室津橋）

写真4.2-8 石積み橋台の亀裂

（橋名不詳）
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4. 2. 2 港湾施設の被害

調査担当 徳島大学L学部建設丁学科講師 中野器

(1)調歪概要

ここでは図4.2 2に示す5カ所の港湾

（郡家港，江井港，室津港，富応港，席届

港）での被古状況について報告する．

いずれの港湾でも直立型護庁の側力流動

と背後地（エプロン）の沈下が主要な被古

である以下では各港涜ごとにその概要を

示すことにする

(2)調査結果

1)郡家港（津名郡一宮町郡家）

郡家港

江井；

岩屋港

図4.2-2 調査港湾位濫図

漁業協同組合事務所前の荷さばき場付近では最大50cmの路而の沈下か見られた

（写真4.2-9)．荷さばき場前而の岸壁は変形がほとんど見られないのに対し，背後の路面の

ひび割れ部から咽砂の形跡が確認される主として坦立地の液状化に伴い，背後地が沈ド

したものと考えられる写真4.2-10は北側の突堤式埠頚の護岸の被災状況である最大で

20cmの護芹の迫り出しが見られた南側の船溜まりでは占い護岸のほとんどで海への迫り

出しと背後地の沈下か見られたか，護岸の側方移動星は最大でも25cm程度てある．

2)江井港（津名郡一宮町江JI-）
江井港では東側埠頭について調杏した． この部分は坪立式の港約であるが．施設は比較

的新しく，被吉の程度は軽微である．接庁部の迫り出しは写真4.2-11のように見られたが

最大でも10cm未満であるまた束南部に設けられた公園は緩やかに束側に傾斜しており，

附北に輻5cm程度のひび割れが生じていた地震動による小笠沈卜.か牛じたためと考えられ

る．

3〕宰津港（津名郡北淡町宇津）

調査した中では被害度の高い池湾であり，写真4.2-12～写貞4.2-13のように直立護庁が

20~50cm海側に移動し，裏込め:t砂が流動したために背後の物卜＿げ場は大きく破壊されて
いたエプロンの沈下是は最大30cm程度である．

4)富鳥港（津名郡北淡町富島） （写真4.2 14．写真4.2-15，写真4.2 16) 
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室津港と同様に直立護岸の被害度の高い池湾である 特に西側防波堤沿いの係船施設で

は50cmを越えて設岸の個れ込みが生じておりこれに伴うエプロンの沈 Fは大きいところ

で50cmに達している しかし旅客船乗り場のある北淡町役場側の係船部では設岸の移動は

最人20cm程度とこの港湾の中では小さくなっている．

5)岩足港 （律名郡淡路町岩屈）

淡路島の北端部に位匹し，店源域とも近い岩屋地でも直立護岸の側方流動と背後の沈下

が多く見られた写真4.2-17は最も北側の接岸施設での被専状況で，設岸背後の月浦板が約

60cm沈下しているまた，この付近の護片辺海側への移動：Jtは）r立大20cm程）文である． lリ）石

フェリーの南側の桟橋前のアスファルト舗装面が数力所で破城されておりこの桟橋は閉

鎖中であった （写真4.2-18)．船舶への給油施設でも配箱の破相などが生じたと見られ，

配符の一部の交換が行われていた．

写真4.2-9 漁協前の路面の沈下
（郡家港）

; 

写莫4.2-11 江井港の被災
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写真4.2-10 直立護岸の被災
（郡家港）

写真4.2-12 室津港の被災①



写真4.2-13 室津港の被災②

写真4.2-15 護岸背後の沈下 （富島港）

写莫4.2-17 護岸背後の沈下 （岩屋港）
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写真4.2-14 直立護岸の被災（富島港）

写真4.2-16 旅客船乗り場周辺の被災

写真4.2-18 桟橋前の舗装面の被災
（明石フェリー前）



4. 3 生活関連の震害状況

4. 3. 1 人的被害

調査f口刈 徳島大学T．学部建設丁．学科教

助

授青山吉隆

手廣瀬義伸

(1)淡路島内における人的被害

兵庫屈南部地展による淡路島内の人的被害

は、表4.3-1に示すように、死亡者か57名、重

傷者か74名、軽偽者がL102名にのぼってい

る。これらの被害者の分布は、震源地に近い

淡路島北部の町に集中しており、特に、北淡

町，一宮町に多い。これは、哀源となった括

断屑に近かったために、北部地域の家屋倒壊

等の建物被害が南部地域よりも多かったこと

に起囚している。

また、淡路島内の死亡者の死因をみると、

阪神地域とは巽なり、火災によるタヒ亡者が皆

無であった。これは、淡路島内のガス供給が

プロパンガスであったため、ガス漏れに起囚

する火災発生かなかったことが人きく寄与し

ていると考えられる。

(2)阪神地域との人的被害の比較

仁田ソイロック（掬設計部次長多田恭章

表4.3-1 淡路島内の人的被害の状況

C 199 5年 3月22日現在）

＇死 者 負 協 者

璽 傷 軽 傷

洲木巾 4 6 ， 38 

油名町 5 し2 19 

淡路町

゜
3 31 

北淡町 38 20 811 

一宮町 l 0 16 146 

冗色町

゜
2 15 

東浦町

゜
5 25 

緑 町

゜
5 8 

内淡町 0' 4 2 
----:．肪直j.

゜ ゜
4 

南淡町

＇゚ 

I 3 

ムロ 計 57 7 4 i I, I 02 

出典：兵庫県淡路県民局作成資料

兵庫県南部地底による兵庫県における人的被害の概況を、表4.3-2に示す。

この表より、阪神地域と淡路島内の人的被害の状況を比較すると、人的被害の総数は阪

神地域よりも少数であるが、対人口比でみると、北淡町，一宮町といった特に被害が集中

した地区においては、阪神地域の被者が集中した地区と同程度の被害を受けている。北淡

町においては、一時町民の約3分の 1か避難所に身を寄せるといった惨状であった。

今回の哀災における死亡者の死因の9割以上か、建物倒壊が直核の原因であるとされて

いる。この観、9ばから、住居被害の棟数に対するタヒ傷者の比を用いて阪神地域と比校すると、

死亡者率は淡路島内の）jか比較的低率になっている。この原因については、さらに詳細な

調査を行って明らかにする必要があるものの、これまでの現地調杏より得られた情報から
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は、淡路島内では木造建築の比率か高く、地震動により家庄が倒壊しても、比較的救助か

容易であったこと、近隣のコミュニティが都市部に比へて比較的強く残されていたために、

迅速な安否確認と行）j不明者の救助を行うことかuJ能であったこと、さらに、地域の消防

団等の初動救助の体制か地震直後より的砕に機能したこと、火災の発生かなかったこと等

によるものと推測される。

[ ／／  

1. 7 6 } 

0. 549 

8. 19 
24. 30'. 

4. 021 

5. 481 
'o. 36 
o. 01 
5. 89閑
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4. 3. 2
 
建物被災状況

調査担当 徳島大学工学部建設工学科

（粉建設材料試験所

淡路島環境会議

教授

助教授

設計部部長

会長

水II 

山中

澤田

湊

之

生

明

格

裕

英

俊

(1)建物被災調査の概要

①調介の経緯 第次建物被災調介は都市計両学会関西支部および建築学会近畿支部都

市計画部会の合同主催によるもので，澤田・山中らか参加したものてある。上記2学会に

よる建物被災凋査は阪神地区（明石から宝塚・豊中）では2月初めから開始されていたか，

淡路島については被害地域が広範囲におよぶことや，阪神地区からの大星の人員派遣が難

しいことなどから手が回らない状態であったという。

2)」4日，上記調査を指導する大阪人学嗚海教授から，都市環境デザイン会議徳島地区
メンハーおよび地冗の淡路島環境会議のメンバーヘ協力依頼かあり，徳島グループは澤田

の呼びかけに，徳島大学，徳島景観研究会，徳島巾役所建築指導課等のメンバー約20名
か参加した。これに大阪大学からの呼びかけに応じた広認のコンサルタントグループが加

わり，大阪大学グループを中心に総勢30余名の調杏団となった。
調介は2月I1 U(」.)， 1 2日 (R)の両日にわたり，図4.3-1の地区を対象として行
われた。このうち，津名町志筑，一宮町郡家は震度7の倒壊状況と発表されている，

②濁杏内容 調介は，被害を受けている建物について，その状況を外見の日視によっ

て棟別に 3段1特の被災度を判定し，住宅地図に記入した。被災状況のランクは表4.3-3によ
った。判巫晶準の参考として表4.3-4を併用した。被災状況を 1街路につき片側づつ 2枚撮
影した。

表4.3-3 被災状況の判定ランクと記入方法

フン
什める見込みは非常に少ない

）
一
傷
の
り
＿
ひ
比
傷

害被こ目た見

三亭
)
l

き
鰐
虹
お
贔軽一

隣
撃
が
な
い

·• 
、

平

り

L
↑

冒

u

電

＇oL-

□-三
ロ
ニ
ロ

鋼構造 (s)

破 ー、＿
フノ

壊 人幅な修理で住める可能性有り

;;~えると住める
無被害
＇見た目には被害がない

火災による被害 火災による被害
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(3)建物被害の状況と分布

図4.3-2~4. 3 5に五色町および一官町の4集落について，被災建物の分布状況を示す。

いずれの集洛も樵村型であるか，両町の役場のある都志，郡家は河川扇状地に開けた几落

である。これらから，特徴的な点として以ドか指摘できる。

① 建物が集中する低地に被古は集中している。内陸部，特に丘陵地や山手側にも，相

当に占い建物も存在するが，被災率は低い。

② 低地部の中でも被災状況は特定地域に偏った分布か見られる。 •河川扇状地内

旧道に向する商店街 ・密集家届地帯といった形容がこの特定地域を示している。

③ 上品の集中地域は一定の帯や流れやをもった形状をしている。

やや，仮説的ではあるが， こうした被害状況をもたらした要因として学げられることを

指摘してみると ①旧河道や扇状地の弱い地盤への集中 ②帯状の広かりと地衷動の土

方向との関係 ③密集地区における被災集中と軒をふれあう建物相且のゆれの影警 ④商

店街での被災集中と商店建物の広い開11部の関係 等々が挙かる。これらについては，詳

細な調査と分析を進める必要がある。①や②については，倒壊物の方向調査を行って，検

討を進めている。

また，写真4.3 1 ~6に津名町志筑地区および北淡町富島地区における建物被災状況を示

す。日本瓦の届根の建物の被災率か高いとされているが低地部の軟弱地でもほとんど損

傷のない瓦屋根の見受けられる。また，家屋か全壊しているところでも植え込みの樹木は

ほとんど現存しており，緑地・樹木の防災効果の高さについても示唆できる。

(4)まちづくりに関する町村ヒアリング調査

3月24 Liに一宮町，五色町，津名町，東浦町の役場にまちづくり復興対策に閃するヒ

アリング調壺を行った。このうち，都市計囲区域を持つ津名町では復興事業として都市計

画道路事業の策定を行っており，都巾計画区域を持たない 宮，五色については，修復型

まちづくり事業である総合住環境整備事業の導入をそれぞれ，郡家，都志の地区に検討し

ている。郡家地区については住民説明用の街路計画案が策定されており，同地区の40 1 

t||：帯の住民アンケートが実施されている。この結果を報じた神） i新聞3月24U付記事によ

ると1日1地区には高齢者の一人世帯か20%，二人までの少数世帯が約半数を占めており，持
ち家世帯は70％である。全壊・収り壊しは昭和30年代以前の仕宅の9割，木造家）手の7割の

及んでいる。持ち家層は 8割か現件地での居イ上を望んでいるか，借家世帯は28％にすきな

い。このように，高齢者・一人暮らし・惜家人という社会的弱者か今回の震災の最も深刻

な被害者となっており， まちづくりにおいても公営住宅，福祉住宅の建設等公的対応の急

がれる課題と己える。また，いずれの市町村もこうした緊急で規模の大きい市街地整備事

業の実施については十分な経験がなく，技術者のイヽ足を当面の間閣と指摘している。
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●ランクC 使用不能

ランクB 大幅修理必要

●ランクA 小規模被災

0 l.<b -9--
図4.3-1 建物被害の分布 （一宮町尾埼地区）

炉

クC 使用不能

クB 大幅修理必要

小規模被災

1. ao ---
二 9.r ←

図4.3-2 建物被害の分布 （一宮町 郡家地区）
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・ ランクC 使用不能

• ランク B 大幅修理必要

● ランクA ,Jヽ規模被災

0 I.Oka ---
図4.3-3 建物被害の分布 （一宮町江井地区）

0 l.(b ---
図4.3-4 建物被害の分布 （五色町都志地区）
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写莫4.3-1 津名町志筑地区
密集地域での建物被災

写真4.3-3 津名町志筑地区
丘陵地に残る古い家屋

写真4.3-5 北淡町富島地区
建物の倒壊
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写冥4.3-2 津名町志筑地区
・ 全壊家屋のそばに残る樹木

写真4.3-4 北淡町富島地区
建物1階部の倒壊

写真4.3-5 北淡町富島地区
倒壊集中地区に残る家屋



4, 3, 3 環境施設の被害

調査担当徳島大学工学部建設工学科 助教授

阿南工業高等専門学校 溝師

(1)調査概要

伊藤禎彦

上月康則

淡路島内の一宮町、北淡町、淡路町、津名町において、上水道施設、屎尿処理施設、廃

棄物処理施設の被災、復旧状況について聞き取りや現場調査を行った。なお、 い］は 1月

2 8日に市前調査を行い、これを受けて 2月5日、伊藤が調査した。

(2)調査結果

① ＿宮町

①-l 卜水道施設

施設：郡家川 (80%）と地卜水 (20%)を水源としている。浄水場は郡家川沿い人木

にある。浄水場の山手に数箇所の深井戸かある。

被害： 1)浄水場の処理能力自体に被害はなかった。 2)地下水からの取水用ポンプと導

水管が損楊しているものの、末修理。 3)配水管は無数に破断、抜けるなどの被害。

被災直後： 1)断水率70％以上。火災はほとんどなく、断水の影脚はなかった。 2)家

庭に設けられている井戸から取水できたので水を得ることができたケースがある。

1/28現在：断水率10％以下、すべて河川からの取水でまかなっている。現在、圧を

少しづつ上げなから、猫水をチェックしている。今後、地下水の取水ポンプと 導水管

のチェックを行いながら、完全復旧をめざす。

2/5現在： 1)全戸に通水できている。宅内漏水は起きているものの、水は虻応全家庭

で使えだしている。 2)仮設住宅に 37 0戸分布設する予走である。 3)地下水源自休

に巽常はない。 4)たた、山田地区と高田地区の井戸か枯れたとの報告かある。このた

め上水道を布設してほしいとの要請か10件ほど寄せられている。

①-2 屎尿処理施設

施設：一宮町には屎尿処理施設はなく、五色町、津名町の 3町合同で、和歌山沖への海祥

投棄を行っている。

2/5までの状況： 1)海洋投棄は従来神戸港経由で行っていたか、神戸港か使用小能と

なったため、徳島港経由に変更している。 2)浄化槽は被災しているようであるが、そ

れに対する対策の要請はまだきていない。全体的に被害の程度は軽い。

①-3 廃棄物とその処理施設

施設：焼却炉7t/dayか一基。平川橋上流に位置する。

被害：被害なし。
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被災他後： 1) 1/17当日は混乱したものの、翌日には通常の収集・処理業務が行えた。

焼却場への進入道路が若十痛んだくらい。 2)水はきており操業は行えた。

1 / 2 8現在：可燃ごみはLI常通りの業務で処理しきれている。不燃ごみのうち小型のも

のは町の埋立地で処分する。大刑ごみはいったん臨時屑場（北山にある）に集積した後、

u」燃物と不燃物に分別する。木材などの可燃物は燃やす。不燃物は津名町佐野沼島にあ

る県の仮置き場に集積している。これは今後分別し、処理されることになる。

2/5現在： 1)方針に変化はない。町の埋立地の能力を超えるならばフェニックスに頼

らざるをえないたろう。津名町志氣新島にあるフェニックス津名積出基地の受け入れ地

域は、淡路島内の洲本市、津名町、淡路町、北淡町、一宮町、東浦町の 1市5町である。

2)津名町佐野沼島にある県の仮悩き場（ここへは淡路島仝土からの廃棄物が集積して

いる）からも、フェニックスヘ積出できるように計両されている。

②北淡町

②-1 上水道施設

施設：室津にある。室津川と地卜水（育波の配水池に隣接しているもの）より取水し、配

水池で混合して用いている。冬は主に河川水を取水している。

被害：浄水施設の被災はみられたが処理に問題はない。 1)テレメーターシステムが停屯

で停化、地展で損傷。 2)配水池は無数に破断、抜けるなど。 3)2つある配水池（室

津と育波）のうち 1つにひび割れが生じ、空になった。また町中の管の破断のためすぐ

に空になった。

被災直後： 1)断水率不明。水処理には問題がないことから給水は当日から行っている。

枝管多数破損。 2)停電か解消した後は、家庭に設罹している掘りぬき井戸の水を汲み

上げ使用することかできた。

1 /2 8現在：配水管と給水管の復旧。 27日には断水率60%。

2/5現在： 1)仮設の管を路 1::.、あるいは排水路内にに布設している（写真4.3-7,4. 3 8)。

これを含めての復旧率は91 %（野島樵港地域までの範囲で）。ただし、浄水場から北淡

町の中心地には直線距離で5~6kmあり、北淡町の中心地にはまだ水はきていない。ま

だしばらくかかる見込み。宅内漏水の問題や新たな水道管の引き込みはその後になるだろ

う。 2)本格復旧の見通しは、まだない。 3)地下水諒自体に変化はない。 4)北淡町中

心部に谷川という枯れた川があるが、これより北東側では井戸が枯れた。南西側でも出が

悪くなった。 （住民の話） 5)北淡町中心部では、飲料水は役場の給水所へもらいにいっ

ているが、生江用水は自宅に備えている掘りぬき井戸から得ることができている。この地

区に限らず、島内では上水道の他に掘りぬき井いをもっている家庭は多い。

②-2 屎尿処理施設

施設： 1)単独および合併浄化槽により、水洗化率は30％弱。 2)汲み取り屎尿は業者
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が収集。北淡町、淡路町、東浦町の3町が1つの屎尿処理施設を持っている。淡路町鵜

崎にある。

2/5状況： 1)単独および介併浄化槽の50％程度か被害を被り、処理でぎなくなって

いる。これら浄化槽の持ち主からの汲取の要諮かきているが、化数は多くない。 2)仮

設住宅用の仮設トイレは汲み取り式である。水が不足しているので、活性炭をときどき

まいて除臭を行っている。

②-3 廃棄物とその処理施設

施設：焼却炉lOt/dayが一基。原山の山手にある。

被古：特になし。少々のひび割れはあるが処埋には支障はない。

1 / 2 8現存： 1)可燃ごみは 1/ 1 9より辿日処理を行っている。 19 Hには5t、そ

の後St, lOt, 12tと日毎に増えてきたため、処迎能力を超えた。徳島県藍仲1Il」

からの応援によって貯まった 16 tを土、日に焼却 (30t/dayの炉）してもらっ

ている 2)全壊、半壊家屋は土とり跡地に集栢した後に、コンクリート、燃焼ごみ、

冷蔵叩などの3種類に分別する。それぞれは津名町の県の仮罹き場に集積している。町

が責任をもって野焼き、洲本の淡路公益事務組合の坪立地で処分する。

2/5現在： 1)地震か原囚で北淡町で出るごみの砿は37カ］正と推定した。家屋等の

倒壊状態から 10 0 m2あたり 72m'として計符したものである。その70％は木材。

焼却残漬は今回の場合、 30％程度が予想される。 2)徳島県藍仕町の好邸によって、

上曜日ごとに 16t (4t車x3台＋ 2t車x2台）を収集し、処埋してくれている。

3)浅野に木材の仮附き場を設けている。 4)この浅野に深さ 5mの穴をすでに掘って

おり、ここで野焼きする予定である。普段ならできないことだが、緊急時なので町民の

コンセンサスか得られている状況である。 5)焼却炉メーカー、アクタスが仮の焼却設

備の設置を申し出た。組み立てたものを持ち込むもので、 2週間で設置可能という。好

意により 3ヵ月間無償提供されることとなり、近く試運転に入る予定。

今後の見通し：仮積み場に罹いている廃棄物を今後処理していくことになるか、混合状態

であり、分別しきれないものと思われる。したかって、フェニックス埋め立てのための

検令に合格できるか、懸念している。現在町内に処分場はないか、検査に合格できない

場合には、町内に処分地を探さなければならないものと党悟することになる。

③淡路町

③-1 上水道施設

施設：浄水場3つ。 （西海岸 2つ、東海岸2つ）水源には5本の河川（大谷川、長谷川、

茶問川、鵜崎川、灘川、合わせて80 %)、溜め池 (20 %)、ダムと井） r （渇水のた

め取水不可能）。

被害：浄水施設の大きな被害はない。配水管、支管で多数の被害がみられた。これは西側
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で顕著であった。 1)配水管 (25 0 mmと75mm)の3O'riif所で損傷。 2)支管は

6 0 0箇所で損傷。 3)破断が約60%、抜けは40％であり、西側ほどその傾向は顕

著。 4)東の浄水場に5mm程度のクラックがあったか人きな問題ではない。

被災直後： 1)断水率30%。250mm管は 18 Li朝までには修紐。 2)2 4日に完全

復旧。この間、給水停止にはいたらなかったが、 23日まで配水池内水位か常に低かっ

たため、高台の水の出が悪いことがしばしばあった。

1 /2 8現在：低圧で水を送水しつつ、漏水箇所をさらに探していく。

2/5現在： 1)宅内漏水対策として各家庭で量水器より 1、2本の給水管を取りつけ、

給水している。これを含めて 24 Aまでに復旧した。 2)井戸水を使用している地域の

うち2地区の）！戸が干卜かった。今後上水道を布設することになる。 3)茶間川、鵜崎

川の流星が増大している。また、谷川ダム上流域に湧水地帯を新たに発見している。

③-2 屎尿処理施設

汲み取り屎尿は、北淡町、淡路町、東浦町の3町が合同で杓っている淡路町鵜崎にあ

る屎尿処理施設で処理している。その他未調査。

③-3 廃棄物とその処理施設

施設：新炉 (lOt/day)と旧炉 (lOt/day)の二基。

被害： 1)旧炉は全長の2/3の煙突が倒壊。処刑不可能。 2)新炉は煙突にクラックあ

り。処理可能。

1/28現在： 1)可燃ごみは1/ 1 7より平常通り行っている。当Uのごみの星は平日

の2倍。 2)大型ごみは青木建設の作り懺き場に集積後、可燃ごみと不燃ごみに分別す

る。可燃ごみは燃やす。不燃ごみはフェニックスに送る予定。

④津名町

④-1 上水道施設

施設：水諒には深井戸（大半）、溜め池、伏流水。処騨は沈殿と塩素処理。

被害：浄水施設の大きな被災はない。導水管は問題なし。 1)配水管、給水管で多数の被

古かみられた。 2)管の担傷のうち、破断が多い。これは石綿管であったため、計50 

0箇所。被災直後の断水率は 10 0%。

1/28現在：混水調介は業者に依頼。 15 0戸／57 0 0戸で断水。

④-2 廃棄物とその処理施設

2/5現在：処理施設自休には問題はなかった。津名町大谷沖合の生穂新島において津名

町の廃棄物が集桔され、！順番に野焼きが行われていた（写真4.3-9)。津名町のみの廃棄

物であるか大量に野積みされていた。野焼きの規模も大きく、約3km離れた佐野でも煙

のはっきりとした匂いが認められた。風向は北西で大阪湾へ流れているので住民への影脚

は軽いかもしれない。野焼きは津名町開発課の指示。焼却残漬をどうするかは決まってい
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なしヽ。

(3)全体考察

1.被災の程度と復旧

全体的に北淡町の被害が著しく、これと比較すれば他の地域の被宮は軽い。他の地域の

上水道、屎尿処理は概ね復1日を終えている。北淡町では仮設の水道管を地上に布設してい

る。本格復旧はその後であり、長時間を要する見込みで復旧時期についての見通しはまだ

なしヽ。

2. 災害に対する郡部の弾｝J性について

阪神地区は非常に完成度の高い近代都市であるのに対し、淡路島、特に今fulの被災の中

心であった西海庁は都市化の点でみると遅れている地域である。しかし、このことが逆に

幸いし、調査対象であった環境施設系は以下に示すような弾力性をもつものであった。

① 卜水道施設

個人か上水道の他に家庭に掘りぬき井戸をもっている割合が高い。停電が解消した後は、

そこから水を得ることができ、急場をしのぐことかできた。断水状態が続いても、飲料水

は役場の給水所に貰い受けにいっているが、牛活用水は自宅の井戸でまかなうことができ

ている。上水道に全而的に依存している都市で断水すれば市民はお手上げ状態だが、ここ

では住民が能動的に水にアクセスすることかできたといえる。また、どの町も水源を複数

もっている。今回浄水場で処理不能になるほどの被害は発生しなかったか、危機管理から

は有利な点である。さらに、仮設の水道箸を、路上あるいは排水路内を利用して布設でき

ている点があげられる。阪神地区における復旧か埋設を中心としたものであるのに対して、

空間的な余裕かあることの例といえる。

② 屎尿処理施設

被災地域に公共ト・水道はまだない。北淡町では浄化槽の半数程度が被害を受けていると

推定されるが、困っているという声は今のところあまり出ていない。真冬であったことか

衛生上の問題を生じさせずに済んだ。今後、屎尿が蓄積するにつれて対策の要請か出され

てくるものと思われる。都市の下水処理システムと比較すると、少なくとも下水が一ヶ所

に集中するのを防いでいるという印象がある（無論ー長•短あるか）。

③ 廃棄物とその処理施設

ごみの集積場所を確保することのほか、野焼きのための深さ 5mの穴をすでに準価する

など旱急な対策がとられている。注目すへきは、本来違法である野焼きか行えている点で、

大都市で行うと問題が大きくなるだろう。現在、野焼きは、郊外の内陸部や埋立地などで、

住民のコンセンサスを得ながら行われている。
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写真4.3 -7 

仮設水道管

（北淡町内）

写真4. 3-8 

仮設水道管

（北淡町内）

写真4.3-9 

廃棄物の集積と

野焼きの状況

（津名町生穂新島）



4. 4 展災による被害のまとめ

兵庫県民局調べによる被害集計表を以下に示す。

平成 7年 3月 22 R 1 8時現在

被 出~ 区 分巾位洲本市津名町淡路町北淡町一宮町五色町東浦町緑 町西淡町＝原且」・南淡旧」． ムロ 計

人 死 者人 4 5 I 

＇ 
38 I 0 57 

的 行方イヽ明者 人

゜被 負傷者亜傷 人 6 12 3 20 16 2 3 5 4 1 74 

宙 軽傷 人 38 19 3 l 811 146 15 2 5 8 2 4 3 l, 102 

全 壊 棟 17 603 312 l, 3 4 l 1, 032 178 314 i 1 7 -I | 132 18 10 3,974 

世帯 17 603 312 L 311 1. 032 1 7 8 320 17 132 18 , 3, 979 
-

住 半 壊 棟 6 4 7 779 612 550 813 270 419 I ' 49 158 113 72 
4, 482 

家 世帯 647 779 612 550 813 270 ,127 54 l 58 113 69 4, 492 
＇ 
被 一部破捐 棟 l. 638 , 204 1. 688 1. 504 1, 281 2, 558 772 : 269 441 355 340 15, 050 

害 世帯L 638 ↓,201 I, 688 L 50•1 1, 281 2, 558 773, 269 441 375 340 15, 071 

沐下浸水 棟 I I 

世帯 ___ _J | 
! 

I I 
---------

jト 公共建物 棟 l, l' 1 .. 3 
住家そ の 他 棟 193 880 l 12 250 165 70 519 26 424 164 91 2, 894 

崖くすれ 箇所

゜そ 道 路 箇所 17 54 33 580 79 30 200 15 2 l 5 I 1.016 

橋りょう 箇所 I 2 l o 5 ！ 18 ， 

河 川滴所 2 2 320 2 
I 3 

＇ 
329 

の 鉄道不.通． i箇.所． ！ 

| 

I ， :i 7, 460 3 
i水道（断＇ 水）戸 887 5, 568 900包4003, ooo I 500 3, 1so 28 

l /24-復-[,2-/--1-0糾-I /28複，廿11,／1 8複1廿1-/--2-4-U 
-------- -----------------------

洩況 1/20鱈 2/2複廿 l/18復[l

他 その池種別 胡薗
---

た紐 ても他•M危 t嬬 7'a-;ク嘉 tiii蒻---

件数 l 150 45 41 66 i a 308 

避 難 状 況箇所 I 

゜
6 5 2 3 | 17 

』―---- -

（自±)人 3 

゜
493 81 3 25 607 

目衛隊派遣状況人 4 lO 410 

資料：各巾町からの報告をもとに、兵庫県淡路県民局が作成 2
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5. 復興の課題

甚大な被害をもたらした阪神人誤災は、わが国の安全神話か崩壊したことを明らかにし

た。しかし、この地震列島の土木建築構造物に対して、店度7に備える耐震甚準を設定す

るためには巳額の公共投資か必要であり、従前には、それだけの予尊を容認する国民的コ

ンセンサスか存在しなかったのも事実である。そして耐震甚準以上の地底の力が作用して

構造物は破壊された。

しかし、この大惨事に直面して、神戸市などの都市地域では、せめて幹線道路だけでも

震度7の耐底基準に出米なかったのか、設計、施工に問題はなかったのかなど、国土づく

りにおける土木技術のあり方が問われている。一方、淡路島では、この調査でも明らかに

なったように、 1ー木構造物関係の被害は比較的軽微であり、これに対して、古い建物の被

害か大きく、また地盤関係への被害の痕跡の大きさが目立っている。

土木技術は社会賓本を形成するための技術である。わが国では、社会臼本は歴史的には、

まず生仔空閏を形成するために、外敵や自然災害から生命と財痒を守り、生存のために必

要な国 1-．保全施設を造ってきた。次の段階では、効率的な生庄や流通のための生産空間を

形成し、さらに次の段階では、便利で、快適で、衛牛的な生活空間を形成してきた。そし

て今日では、このような国土保全、牛痒某盤、牛活甚盤は下水道や公園などの一部例外を

除き、ほば骨格か将備されたので、 ＾ 1-一世紀に向けて、さらに高度な、真に豊かな、美

しい国土を創造し、人に優しいインテリジェント空間を形成する段階にある。これか、 !・. 

木技術が歴史的に担ってきた社会的役割についての基本的認識であった。

しかし、今回の兵庫県南部地震は甚大な被害を与えることによって、この歴史認識を再

考すべきであることを我々に杵示した。安するに、地底列島に住む我々にとって、大地族

との共存は未来永劫の宿命であり、国土創造の上題は、いつの時代にあっても、安仝な生

仔空間であり、その生存空間の中にのみ生産空間と牛活空間とは存在しうることを再確認

した。そして国＋計画、都市計画の哲学は椋点に返ることになった。

特に、戦後の経済の高度成長を支援するための牛産空間の形成期においては、効率か最

も重要な公共投資基準であった。資源の最適配分と言う意味で、効率性基準は環境間題を

除けば、資諒小国の経済を成長させることに成功した。 方で、規模の経済あるいは集柏

のメリットは過密と過疎の二極分化を促し、過去の全国総合開発計画は介て過密問題に対
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処することを試み、結局は成功しなかったのだか、それは主に地域間の格差是正の視点か

らであって、安全の視点からの危険分散を意図したものではなかった。しかし神戸市にお

ける都市直下型地病による大都市固有の社会甚盤の災害をみると、安全の視点からは地震

列島上にある都市の規校には限界があると己ってよいのではないか。大都市の大きな魅力

は、一方で過密集積の危険によって相殺されていることが明らかになった。

国 1．．の安全性を高めるためには、全国的視点からは分散型国土構造、過密都市において

はゆとりのある土地利用構辿、過疎地域においては老朽化したライフラインや家屋の改築

強化などが必要となる。 力、わが国の痒業が似かれている円高などの国際経済環境の現

況を考えると、今以卜ぷ:公共事業への効率的な投資か要諮されるのも明らかである。安仝

性を高めるためのリダンダンシーを創造するために、どれだけ効率性を犠牲にするかにつ

いての理論的展開とコンセンサス形成が今後の菫要な課題である。

淡路島は兵即県の中では、過疎地域に属する。明石海峡を挟んで過密と過帥が位置する

地域を地底か直撃し、淡路島の被害は神戸市と比較して対照的である。地盤、構造物、建

物、ライフライン、人命などの被害はすでに述べたように決して少なくないか、占い家歴

の倒壊か且立っており、神戸市のような過密集積による 2次的災害は免れている。死者57

人、負傷者L176人の人的被害は人IJ比で見れば、神戸巾に比較して少ない。これには多く

の理由かあるが、主に淡路島に農村的コミュニティが残っており、初動の救急体制か機能

し、火災か発生せず、救助活動が効果的に行われたためであると考えられる。しかし淡路

島の被害者の中には、高齢者、 1人世搭、老朽家圧など、いわゆる災古弱者か多く、今後

の自立復興に大きな課題を抱えている。

兵庫県は平成10年度に明石海峡大橋の完成を控え、またすでに1紺西国際空泡か閲港し

ており、淡路島に U仏友女［モニュメント＂アルク 21"や国営明伍海峡公園、淡路島国際

公園都市などの基幹的プロジェクトを進めていた。淡路島は新しい牛活・交流空間として

形成され、大阪湾ベイエリアの土要な核となることが想定されていた地域であり、また四

国にとっても近畿地域とを糾ぶ重要な地域として位置づけられている。この地震によって、

これらのプロジェクトは中止、変更、あるいは遅れが生じることが予想される。これらの

大規模プロジェクトの変更に伴い淡路島の長期ヴィジョンも変更を余儀なくされるが、 • 

方で災宙弱者に軍点を罹いた復興対策が急務であり、長期的ビジョンと短期的施策との調

弊か璽要な課題になる。

淡路島には野島断屈を始め、いくつかの活断層が地表に現れている。この活断屑は千年

に一回し力活動しないから被害の期待値か小さいと者えるのではなく、 R本民族が千年間、
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常に不安を抱き続けて暮らさなければならないと考えて始めて、安全に対する巨額な投資

が費用便益的に資格を与えられる。今回と同程度の地霞か発生すれば、同じように破壊さ

れる可能性のある土木構造物、地盤施設、建築物は、率直に言って全国に多数あると考え

ておくべきだろう。短期的にはこれらの施設の補強のための優先順位の決定か急務であり、

長期的にはすでに述べたようにリダンダンシーのある国土構造、都巾構造の形成が必要で

ある。

そして最大の被害を受けるのは他ならぬ地域住民であることを、悲惨な犠牲を払ってあ

らためて日本中の人々かテレビを通してリアルタイムで確認した。したかってこうした課

題に対する今後の政策決定に、地域住民の意息が実質的に反映される什組みをつくること

か重要であり、それが結局は戸額の安全投資への国民的コンセンサス形成の近道になるの

ではなしヽ だろうか。

建設工学科教授青山 古降
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表紙写真
展災直後の北淡町富島地区 平成

7年 1月18日

撮影（株）航空撮影センター (0886-26-
2207)
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